



　『兵庫県漁具図解』は、1883（明治 16）年東京上野公園で開催された第 1 回水産博覧会に続いて、居留地廃止直前




第 2 回内国勧業博覧会（1881）を上野公園で開催する一方、1879（明治 12）年から国内の漁業慣行の調査を開始し、
内国博覧会や水産博覧会でその成果を公表していました。このような府県水産誌の編纂と博覧会への出展という流れ
は、その後、明治 20 年代も続き、1890（明治 23）年の第 3 回、1895（明治 28）年の第 4 回の内国勧業博覧会、さら











　2009 年 11 月 13 日に大学図書館ホールで、第 18 回大学図書館学術資料講演会を開催し、田和正孝文学部教授
に「『兵庫県漁具図解』から見えてくるもの」と題してご講演いただいた。また、それに関連して 2009 年 10 月
30 日から 11 月 5 日、11 月 10 日から 12 月 4 日まで西宮上ケ原キャンパス大学図書館において、「『兵庫県漁具
図解』に見る伝統的漁法」と題して図書館所蔵の『兵庫県漁具図解』の特別展示を行い、あわせて「魚をとる～人々
の知恵と工夫～」と題して図書館エントランスに『石干見：最古の漁法』『漁具の考古学：さかなをとる』『瀬戸
内海及び周辺地域の漁撈用具と習俗』『手々かむイワシいらんかぇ：芦屋の海と暮らし』『日本漁船漁具図集』など
の図書展示を行った。
図書館エントランス展示「魚をとる〜人々の知恵と工夫〜」 貴重図書室展示「『兵庫県漁具図解』に見る伝統的漁法」
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学術資料講演会案内
『兵庫県漁具図解』所蔵一覧
鹹水（かんすい）漁業　地域一覧
　鹹水とは、塩分を含む天然の水。すなわち海水のことをさす。「鹹水漁業」とは海面で行われる漁業をいう。
摂津国　神戸市駒ケ林村、神戸市和田崎町、神戸市葺合村、武庫郡本庄村ノ内深江村、武庫郡西ノ宮町、川邊郡尼崎町
播磨国　明石郡垂水村ノ内山田村、明石郡垂水村ノ内塩屋村、明石郡垂水村ノ内垂水村、明石郡垂水村ノ内東垂水村、明
石郡林崎村ノ内林村、明石郡明石町ノ内大蔵谷村、明石郡明石町ノ内新濱、明石郡大久保村ノ内江井島、明石郡
明石町ノ内戎町、加古郡二見村、加古郡高砂町、加古郡阿閇村、印南郡伊保村、印南郡伊保崎村ノ内高須、飾磨
郡下中島村、飾磨郡家島村ノ内宮浦、飾磨郡家島村ノ内真浦、飾磨郡高濱村ノ内阿成村、飾磨郡妻鹿村、揖保郡
大津村ノ内勘兵衛新田村、揖保郡室津村、揖保郡御津村ノ内岩見村、揖保郡新在家村ノ内興濱村、揖保郡新在
家村ノ内濱田村、赤穂郡新濱村、赤穂郡赤穂町ノ内中村、赤穂郡尾崎村、赤穂郡坂越村、赤穂郡相生村
淡路国　津名郡洲本町、津名郡佐野村、津名郡鳥飼村、津名郡志筑町、津名郡生穂村、津名郡来馬村、津名郡岩屋町、
津名郡富島村、津名郡郡家村、津名郡都志村、津名郡由良町、津名郡藍田村、津名郡室津村、三原郡福良町、
三原郡阿那賀村、三原郡湊村、三原郡沼島村
但馬国　城崎郡口佐津村ノ内訓谷村、城崎郡港村ノ内気比村、城崎郡竹野村ノ内切濱村、城崎郡口佐津村ノ内沖ノ浦村、
城崎郡竹野村ノ内宇日村、城崎郡竹野村、城崎郡竹野村ノ内竹野村、城崎郡口佐津村ノ内無南垣村、城崎郡港
村ノ内津居山村、城崎郡香住村ノ内下ノ濱村、城崎郡口佐津村、城崎郡竹野村ノ内濱須井村、美方郡濱坂町、
美方郡西濱村ノ内居組村、美方郡西濱村ノ内釜屋村
淡水漁業　地域一覧
　水は通常山地から河川へ流れだし、海へと流れ込む。塩分をほとんど含まない河川などの水を「淡水」といい、海面
漁業とは異なり、河川および湖沼で行われる漁業を総称して「淡水漁業」と呼ぶ。
摂津国　川邊郡多田村、川邊郡尼ケ崎
播磨国　加古郡加古川町、揖保郡龍野
町、加東郡瀧野村、加東郡
市場村、赤穂郡上郡村
丹波国　氷上郡幸世村
但馬国　城崎郡八條村ノ内大磯村、
城崎郡城崎町、養父郡八鹿村、
養父郡宿南村
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鹹水漁業と淡水漁業　 『̶兵庫県漁具図解』より̶
兵庫県行政区画変遷要図　『角川日本地名 大辞典』28「兵庫県」1988（昭和63）年より。
鹹水漁業　摂津国 【名　称】アケビ網構造并使用図【場　所】川邊郡尼崎町
鹹水漁業　播磨国 【名　称】小鯛曳網使用図【場　所】加古郡二見村
【名　称】延縄構造並ニ使用図
【場　所】城崎郡城崎町
淡水漁業　播磨国 【名　称】ツキコクリ構造並ニ使用図【場　所】揖保郡龍野町
淡水漁業　摂津国 【名　称】鈴網及投網使用図【場　所】川邊郡多田村
鹹水漁業　但馬国 【名　称】沖曳網使用図【場　所】美方郡濱坂町 淡水漁業　但馬国
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